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ホームページアドレス http://www.vill.takagi.nagano.jp/　電子メールアドレス info@vill.takagi.nagano.jp

今月号の主な内容

■ 広報たかぎ

　・女性模擬議会を開催  ……………２面

　・風景写真コンテスト  …………３・４面

　・犬の登録・狂犬病予防注射  ……５面

　・広域バス阿島線ダイヤ改定  ……６面

　・子供読書活動アンケート結果  …６・７面

■ 椋鳩十記念館・図書館だより  …１０面

■ 学校だより　喬木第二小学校  …１１面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１２面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１３面

■ くりんネットたかぎ  ………１４面

－男女共同参画計画策定記念－

 加藤副知事をお迎えして

「女性模擬議会」 

4
April

2013
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広 報 
村の人口　6,510人（±０） 

　 男　 　3,146人（±０） 

　 女 　　3,364人（±０） 

　世帯数 　2,032戸（＋１） 

（平成25年３月１日現在） 2013・4 第334号 

編集　企画財政課／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

新
た
な
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
記
念

女
性
模
擬
議
会
を
開
催

　

二
月
七
日（
木
）福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
五
〇
名
の
傍
聴
者
の
も

と
、
女
性
模
擬
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
模
擬
議
会
は
、
新
た
な
男

女
共
同
参
画
計
画
策
定
記
念
と
し

て
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
及

び
女
性
が
元
気
に
な
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

日
頃
よ
り
喬
木
村
の
女
性
が
県

政
や
村
政
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る

こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
一

般
質
問
と
言
う
形
式
で
、
女
団
連

の
代
表
及
び
男
女
共
同
参
画
推
進

員
の
計
八
名
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

答
弁
者
と
し
て
、
県
に
関
す
る

こ
と
は
加
藤
さ
ゆ
り
副
知
事
が
、

村
に
関
す
る
こ
と
は
村
長
が
答
弁

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
元
島
村
議
会
議
員
に
議

長
を
お
願
い
し
、
質
問
者
の
緊
張

を
和
ら
げ
る
よ
う
、
女
性
ら
し
く

柔
ら
か
な
表
現
で
進
行
が
進
み
ま

し
た
。

　

ま
ず
子
育
て
世
代
か
ら
、
公
園

や
学
遊
館
へ
の
遊
具
の
設
置
や
福

祉
医
療
費
の
立
替
払
い
に
つ
い
て

県
・
村
の
対
応
に
関
す
る
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
農
業
関
係
で
は
新
規

就
農
や
農
村
観
光
、
商
工
関
係
か

ら
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
向
上
や

下
伊
那
北
部
で
の
ブ
ラ
ン
ド
の
取

り
組
み
、
平
和
活
動
・
生
活
改
善

の
推
進
、
農
業
を
中
心
と
し
た
喬

木
の
将
来
構
想
、代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
等
々
、

様
々
な
角
度
か
ら
女
性
ら
し
い
細

か
や
な
視
点
か
ら
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
喬
木
を
舞
台
に
し
た

映
画
「
さ
な
ぎ
」
の
上
映
の
機
会

を
新
年
度
予
算
で
対
応
す
る
と
い

う
動
き
に
も
繋
が
っ
た
質
問
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
女
性
が
積
極
的
に
意
見

を
言
え
る
状
況
と
な
り
、
細
や
か

な
意
見
に
皆
が
耳
を
傾
け
、
女
性

が
積
極
的
に
参
画
で
き
る
社
会
づ

く
り
、
協
働
の
社
会
づ
く
り
の
推

進
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※この情報誌の配布時に『新たな喬木村男女共同参画計画（H25～29）概要版』
も全戸配布しますので、今後の推進についてご理解とご協力をお願いします。
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＝　企画財政課　＝
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2012

　

第
一
七
回
目
を
迎
え
た
喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
は
五
六
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

飯田市　松 島 信 雄 様
「桃畑の散歩道」

特賞

２０１２喬木村風景写真コンテスト
入賞者

特　賞

飯 田 市　松 島 信 雄 様「桃畑の散歩道」

優秀賞

小 牧 市　井戸田洋二 様「杜の花園」

入　選

中津川市　青 木 孝 義 様「競う」

喬 木 村　湯 澤 昭 夫 様「夕焼」

喬 木 村　久保田清文 様「秋色」

特別賞（村長推薦）

中津川市　酒 井 隆 行 様「花の咲く頃」

飯 田 市　加 藤 優 治 様「落陽を浴びて」

喬 木 村　筒 井 政 美 様「豊作のよろこび」

喬 木 村　多 田 治 人 様「ふる里の祭りと桜」

下 條 村　串 原 幸 延 様「ポピー満開」

　

応
募
作
品
の
被
写
体
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
花
風
景
で
し
た
。

　

そ
の
他
祭
り
や
子
供
、
ス
ポ
ー
ツ
、
紅
葉
、
夕
景
な
ど
作
品
内
容

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、
喬
木
村
の
風
景
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

賞
に
選
ん
だ
作
品
は
、
喬
木
村
の
特
徴
あ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
を

見
事
に
捉
え
て
お
り
、
画
面
構
成
も
的
確
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
で
難
し
い
プ
リ
ン
ト
の
発
色
も
、
自
然
の
色
に
近
い
仕
上

が
り
に
な
っ
て
お
り
、
入
賞
作
品
の
レ
ベ
ル
は
相
当
に
高
い
で
す
。

　

特
賞
「
桃
畑
の
散
歩
道
」　
　

松
島　

信
雄
様

　

夕
日
に
映
え
る
桃
の
花
を
き
れ
い
に
描
写
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
背
景
が
黒
く
落
ち
て
い
る
の
も
、
桃
の
花
を
引
き
立
て
て
い

ま
す
。
日
陰
で
青
み
が
か
っ
て
い
る
小
道
も
カ
ラ
ー
ア
ク
セ
ン
ト
に

な
っ
て
お
り
、
全
体
の
色
彩
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
景
に
犬
を
連
れ
て
散
歩
す
る
親
子
を
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

配
し
た
画
面
構
成
は
見
事
で
す
。

喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果
講
評

長
野
県
写
真
連
盟  
副
会
長　

宮　

阪　

克　

人

景
写
真
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
改

め
て
喬
木
村
の
情
緒
あ
る
風
景
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
三
月
一
一
日
か
ら

二
二
日
ま
で
長
野
市
に
あ
る
長
野
県

自
治
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

展
示
さ
れ
ま
す
。
近
く
に
に
お
出
か

け
の
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。
平
成
二
五
年
度
も
風
景
写
真
コ

　

今
回
も
県
内
外
か
ら
、
二
六
名
五

六
点
と
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
て
の
作
品
は
一
月
四
日
か
ら
三
一

日
ま
で
椋
鳩
十
記
念
図
書
館
村
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
を
行
っ
た
後
、

審
査
が
さ
れ
て
、
次
の
と
お
り
一
〇

点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
年

も
喬
木
村
の
四
季
を
切
り
取
っ
た
風

ン
テ
ス
ト
を
行
い

ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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優秀賞 小牧市　井戸田 洋 二 様
　　「杜の花園」

中津川市　青 木 孝 義 様
　　「競う」

入　選

特別賞

喬木村　湯 澤 昭 夫 様
　　「夕焼」

入　選

中
津
川
市　

酒
井
隆
行
様

「
花
の
咲
く
頃
」

飯
田
市　

加
藤
優
治
様

「
落
陽
を
浴
び
て
」

喬木村　久保田清文 様
　　「秋色」

入　選

喬
木
村　

筒
井
政
美
様

「
豊
作
の
よ
ろ
こ
び
」

下
條
村　

串
原
幸
延
様

「
ポ
ピ
ー
満
開
」

喬
木
村　

多
田
治
人
様

「
ふ
る
里
の
祭
り
と
桜
」
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平成25年度　犬の登録・狂犬病予防注射日程
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　喬木村では下記の日程で狂犬病予防注射を実施します。犬の狂犬病予防接種は狂犬病予防法により飼い主の義務

となっておりますので毎年一回は必ず受けましょう。注射代金3,220円の他新規登録の場合は3,000円が必要とな

ります。おつりの無いよう準備願います。

 【問い合わせ先】　建設課　住宅環境係　�33－5127 

（第１次）

獣医師時　　間場　　　　所地　　区月　日（曜）

松村 一成

９：００　～　９：１０野 田 原 会 所野田原・田の口

４月１１日（木）

９：２５　～　９：３５西 村 バ ス 停
大 島

９：４０　～　９：５０牧 畑 集 落 セ ン タ ー

９：５５　～　１０：０５加 々 須 区 民 会 館
加 々 須

１０：１０　～　１０：１５桃 添 中 倉 庫

１０：２５　～　１０：３５集 落 セ ン タ ー寺 の 前

１０：４０　～　１１：００消 防 セ ン タ ー北

１３：１０　～　１３：３０第 一 公 民 館郭 ・ 町

１３：３５　～　１３：５５農 事 集 会 所南

１４：００　～　１４：１０帰 牛 原 公 民 館帰 牛 原

１４：１５　～　１４：２５上 の 原 集 会 所上 の 原

１４：３０　～　１４：４０上 平 集 落 セ ン タ ー上 平

１４：５０　～　１５：００医 泉 寺川南・上耕地

１５：０５　～　１５：１５田 上 川 消 防 セ ン タ ー田 本 平

１５：２０　～　１５：４０中 央 社 会 体 育 館馬 場 ・ 両 平

松村 一成

１３：３０　～　１３：４０氏 乗 公 民 館
氏 乗

４月１２日（金）

１３：４５　～　１３：５０氏 乗 分 店 跡

１４：００　～　１４：１５大 和 知 公 民 館大 和 知

１４：２０　～　１４：４５第 二 公 民 館富 田

１５：００　～　１５：２０農 産 物 加 工 セ ン タ ー伊 久 間

１５：２５　～　１５：４０役 場 前※１

※１　地区の集合注射が受けられない方は、役場前での集合注射か訪問注射（２次のみ）をご利用下さい。

（第２次）

松村 一成

１２：００　～　１２：１０第 二 公 民 館

第１次で受けら

れなかった方５月９日（木）

１２：２５　～　１２：３５伊久間農産物加工センター

１２：４０　～　１２：５０中 央 社 会 体 育 館

１２：５５　～　１３：０５第 一 公 民 館

１３：１５　～　１４：３０訪 問 注 射※２　希望者

○最近、「犬を放し飼いにしている」「散歩の時にフンを片づけない」などの苦情が寄せられています。

　飼い主の皆さんは近所の方の迷惑にならないよう、責任を持って飼いましょう。
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※２　訪問注射を希望される方は、建設課住宅環境係までご連絡下さい。
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広域バス　阿島線の一部ダイヤ改訂に伴うお知らせ
　３月号広報誌でお知らせ済みですが、平成25年４月１日より飯田市広域バス

阿島線のダイヤが一部改正となります。

　高校生の通学利用の増加を図り、朝のダイヤが一部早まります。村民バスはダ

イヤを変更しませんので、乗換えの際のご注意と、高校生の利用増加のため、具

体的にお知らせします。

【阿島線　右回り】（喬木→市立病院→飯田駅）

 交流センター発 
現在：×８時８分発

�

改定：○７時４８分発

※注意
　朝に市立病院方面に行かれる際は、氏乗・大島　両線の第３便では、７時４８分

の交流センターでの乗換えには間に合いませんので、乗換えがなく直接行ける

第5便をご利用ください。

�

◎阿島線　新料金（料金の改定を詳しくは、3月号をご覧ください）

喬木エリア　　→　　鼎エリア（市立病院・OIDE高）　→　 市街地エリア（駅）

問い合わせ先：企画財政課　�33－5129

 飯田OIDE長姫高校前 
現在：×８時３０分着

�

改定：○８時１０分着

 市 立 病 院 
現在：×８時２６分着

�

改定：○８時６分着

�

200円
【通勤通学定期１ヶ月 5,000円】

300円
【定期 8,000円】

　

喬
木
村
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
一
一
月
に
「
喬
木
村
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
計
画
策
定
へ
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
昨
年
一
二
月
に
実
施
し
た
子
ど
も
さ
ん
の

読
書
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
は
、
自
由
筆
記
で
ご
記
入
い
た
だ
い
た
家
庭
で
の
取

組
内
容
等
を
、
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

喬
木
村
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
策
定
に
つ
い
て
Vol.2

【問】家庭や地域でどのように取り組めばよいでしょうか

◯読み聞かせをやっていたご家庭の意見から
�保育園の先生から読み聞かせをして下さいと長女の時言われ、毎日絵本を一緒に寝
る前に読みました。それが本を読むようになった切っ掛けや好きになった理由だと
思います。

�特に毎日読み聞かせ等をしていたわけではありませんが、私が本を読むのが好きな
ので、一緒に読んだり図書館にいったり等普段の生活に普通に本があったので本好
きに育ったのかと思います。

�子供が小さい頃は夜寝る時必ず本を読んであげていた。高校生の息子は読書も大好
きですし「国語の力がついたのはそのおかげだった。自分の子供にも絶対してあげ
ようと思っている」と言ってくれたのが嬉しかった。子どもが小さい頃に親子でい
かに本に親しむかにかかっていると思います。
　その年代が気軽に参加できる読み聞かせや作家の方の講演会、ワークショップなど
親子で楽しめる企画を沢山してあげて欲しいと思います。

�読書は良いことだと思いながらも自分があまり子どもの頃本を読めなかったので子
供には本を好きになって色々な事を感じたり勉強してもらえたらと思い夜寝る前に
なるべく本を読んであげるようにしています。子どもが「これ読んで」と出してく
る本を読んでいます。

�赤ちゃんの頃から寝る前に読み聞かせをしており習慣となっている。リビング等家
族が集まる場所に本棚があるのでそこから絵本を持ってきて自然と本に親しむ生活
となったようです。小学校の読書旬間に合わせて図書館でお話し会やおすすめ本の
ピックアップをしてもらえると嬉しいです。

�家では子供と読書をする時間が取れないので寝る前に読み聞かせの時間を作ってい
る。子どもたちが寝付く前に色々な本を読み聞かせている。日中はやはり遊びたい
もので本より体を動かして遊びたいようです。しかし寝る前だと落ち着いて読める
ような気がします。
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◯図書館をよく利用されている方の意見から
�図書館は子どもが小学校低学年までは良く行っていましたが、高学年になると行く回数がへってしまいました。（案）自分の家で不要になっ
た本を持ち寄り交換会のようなイベントをすればリサイクル出来て良いと思います。

�図書館で一人５冊借りられるのがありがたい。時間がある時に子どもから声をかけてくれるので一緒に読んでいる。子どもとのコミュニケー
ションがとれるのでこれからも続けていきたい。

�子供がクラブなど入る前（低学年以下）は、金曜日によく利用しました。８時まで開いているのが嬉しかったです。利用者は少ないかも知
れませんが、このまま続けて開けていて欲しいです。

�図書館にない本でも自分が読みたい本をリクエストできる事を知ってもらえば（あまり知られていない）
�お父さんがとても熱心に図書館へ行って、文字に興味を示した時にすごくほめてあげた事です。

◯身近な読書環境による影響についての意見
�ものすごく沢山本を読む友達がいて、その子につられて読むようになった。大人は自分の読みたい本を読み、その姿を見て子供が自分を読
んでみようと思うのではないか。
�親が子どもと同年齢の頃夢中になった本を教えたら子どもが借りてきて子供も夢中になった「赤毛のアン」
�いつでも本が手に取れる状況にある。親が本を読んでいる姿を見せる。

�家の中に図書館で借りた本を置くスペースを作って好きな本を好きな時に手に取れるようにする。借りる本は子どもが好きな本以外に親の
おすすめ本もまぜておく。
　色々なジャンルを借りて視野を広げられたらと思うので。本が身近にある。本を読んでいる姿を普通に見せる。日常の一部があることが良
いのでは。

�いろいろなものに興味を持ちだした頃から近くにたくさんの本があったからでしょうか。また、読み聞かせがとても大好きで本が面白い物
と初めて出会った時から思ったのかも。

�上の子は小さい頃からいつもまわりに絵本があって自然と好きになっていきました読み聞かせはじっとしていられないこともありましたが、
保育園に行くようになってからはちゃんと聞けるようになりました。いつもまわりに本があるようにするとそのうちに好きになるのかもし
れません。上の子は今自分で本を読んだり下の子に読み聞かせをしてあげられるようになりました。

�シリーズものを借りてくると自然と沢山読む。プレゼントを本にしてる。
�ブックスタートで本をいただける時に図書館へ初めて行き、そこから定期的に通うようになりました。良い企画だと思います。

◯読書に対する提案や要望など
�まずは絵本等から好きになれば良いと思う。好きな作家とか好きな絵があれば良いと思います。
�年齢にあったおすすめの本、新しい本を紹介して欲しい。
�読書感想文はいらないと思います。感想文を書かなければいけない！というプレッシャーが読書を遠ざけるのでは…私も読書感想文がいや
でした。今はそんなのにしばられないので気楽に子供の頃より本が読めます。

�親が率先して読書をすれば自然と子供もするようになるのかなあと思います。ただし実際には親がゆっくり読書をする時間がないのですが。
�私も小さい頃そうでしたが、漫画に出てくるようなカラフルできれいなイラスト附きの図書が大好きで、子どももその傾向があります。い
かにも子供の興味をそそるような図書などを写真つきで図書館便りなどに掲載してみては？中学生は推理物が大好きです。
�この頃ノーテレビ、ノーゲームデーへの取り組みが薄くなったように思いますが、絵本の力はとても大きくて大切だと思うのでブックスター
トから続けて小学校低学年までは子どもが本を好きになるような環境づくり、意識づくりが大切なのかなと思います。 
　「絵本の力、読み聞かせの力」を知らない人もいるかと思います。忙しさに負けて意識が薄れてしまうので、「図書館だより」を月に１回配
布していただくというのはどうでしょう。（村の広報より濃い内容の物を）親への意識づけや他の市町村の取組例など効果があったものなど

�日常的に親が本を読む姿があること。子どもの本や絵本が身近にあること。小さい頃から読み聞かせをしてもらって来た子は自分から読む
子になると思います。子どもは本やお話しが好きなので。

�未就園児への読み聞かせを土日にもしていただけると嬉しいです。
�自分の興味を持ったことは本を使って調べると本を読むことは楽しいことだと実感してもらえる。自分が読みたい本を読ませる。親から子
の本を読みなさいと押し付けるのは良くない。
�子供同士で本を紹介する機会を設ければよい。
�短くて簡単な本を、子どもをひざに入れて読んであげる。
�小学校の読書旬間は親も一緒に本をゆっくり読む時間をとり、一緒に目標の数までたくさんを本を読めて良かったと思います。
�小さい時から家に絵本があり、月齢、年齢が進むにつれ、それに合わせた本を増やしていきました。すぐ本が手にとれるようにしてありま
す。時間があればキッチンやリビング等で本を読んでいる私の姿を見ていたのかもしれません。

�小さい頃から本の読み聞かせをしていることで本が好きになったり図書館が好きなのかも。昔村のイベントで来て下さった長谷川義史さん
のファンになりよく読んでいます。私は椋先生の話は子どもには難しすぎると思います。学校で取り上げるのは無理な気がしています。

�毎月の村の広報誌に図書館の新刊一覧を毎回載せて欲しい。図書館内に誰でも自由におすすめ本を置ける棚を設置する。自由にコメントを
書いて貼れる掲示板をつくる。あらすじのわからない本は借りにくい。本屋さんの展示は参考になるのでは。

�新聞記事で高校の野球部で毎回読み聞かせをしたら成績がよくなったと見たことがあります。家庭では休日に時間が取れないので学校等で
時間を取って取り組んでもらえると習慣がつくのでは。

�上の子には小さい頃から毎日絵本を読んであげました。下の子はあまり読んでませんでした。その違いだと思います。身近に本があると自
然に本を好きになると思います。楽しさを知り自分から本を読むと思います。まずは、小さい頃から本を一緒に読む習慣をつけて、好きで
ない子にも読む時間をあたえることが大切だと思います。
�夏休み中にクリンネットでやっている読み聞かせを週１回でもやってみたらどうか。
�椋鳩十にこだわらず良い本は進める。
�移動図書館、公民館とかに来てほしい。
�二人ともブックスタートで絵本をもらってそれで本が好きになったようです。どんな絵本を選べばよいかわからないので年にあった本の紹
介があると嬉しい。

�読み聞かせを小さい頃からすることも大事ですし、身近に本があることも必要です。
�子供が本に興味持つような内容のものを選ぶ。同じ本ばかりでなく定期的に色々な本を借り読んであげる。読ませるようにする。
�保育園で先生が本を読み聞かせてくれるようになったらしっかり本に集中できるようになりました。仕事をしていてイベント等参加は難し
いので何か参観日等で参加している時に紙芝居や読み聞かせグループ等どんな感じでやれば良いか見せて欲しい。

�新しくて面白い本を図書館に入れて、面白い本に出合えば本が好きになると、本好きな娘が言っています。
�小さい頃から毎日読んであげると子どもは本好きになると思います。本に集中できる時間を作ることが大事だと思うので一緒に取り組めた
らと思います。
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●４ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけま
すので、是非お越し下さい。

 問い合わせ先  　役場 保健福祉課包括支援係　�33-1120

広報たかぎ 

開催時間開  催  日会　　　場対  象  地  区

午前１０時４/３、４/１７北コミュニティ消防センター北

午後１時半４/５、４/１９第 一 公 民 館郭・寺の前

午後１時半４/１、４/１５帰 牛 原 公 民 館帰牛原・加々須

午後１時半４/１０、４/２４阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時４/１０、４/２４南 農 事 集 会 所南

午後１時半４/８、４/２２福 祉 セ ン タ ー馬場・両平・伊久間

午後１時半４/１２、４/２６上 平 集 落 セ ン タ ー上　平

午前１０時４/１、４/１５田 上 川 消 防 セ ン タ ー田上川

午前１０時４/８、４/２２富 田 陶 芸 館富田・大和知・氏乗

午後１時半４/３、４/１７大 島 公 民 館大　島

○その他健康体操教室
　夜間の開催となります。どなたでもご参加いただけます。
　日中の体操教室に参加できにくい方は、この機会に是非ご参加下さい。

開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター２階４月１３日（土）

３月の村税等
口座振替日納期限

3月25日
（月）

◎口座振替の方
は預金の残高
確認をお願い
します。

4月1日
（月）

国保税（第１２期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

喬
木
村
の
霊
園
を
ご
先
祖
様

の
墓
地
に
ど
う
ぞ

　

村
で
は
、
ご
先
祖
様
の
墓
地
に

と
希
望
さ
れ
る
方
に
、
北
霊
園
と

郭
霊
園
の
使
用
申
込
み
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
募
集
す
る
区

画
は
北
霊
園
は
六
区
画
、
郭
霊
園

は
五
区
画
あ
り
ま
す
。
一
区
画
の

面
積
は
す
べ
て
五
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
永
代
使
用
料
は
北
霊
園
が
一

区
画
十
五
万
円
、
郭
霊
園
が
一
区

画
二
十
万
と
二
十
六
万
円
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
「
村
営
墓
地

永
代
使
用
申
込
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場  
建
設
課  
住
宅
環
境
係

　

（
�　

－

５
１
２
７
）

３３
不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。（
具
体
的
に
は
、売

買
、交
換
、相
続
、借
地
、担
保
、賃
貸

借
等
に
係
る
不
動
産
評
価
）

○
日　

時

　

四
月
一
日
（
月
）

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
四
時

○
場　

所

　

飯
田
市
役
所

　

二
階　

二
〇
二
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

�
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

�
0
2
6－

2
2
5－

5
2
2
8

　

不
動
産
評
価
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項
に

　

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
と
は
】

　

採
用
の
日
を
も
っ
て
、
陸
上
・

海
上
・
航
空
自
衛
隊
そ
れ
ぞ
れ
の

自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
三
ヶ
月
間

の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
二
等
陸
・
海
・
空
士
に
任

用
さ
れ
ま
す
。
二
等
陸
・
海
・
空

士
任
用
後
の
任
用
期
間
は
、
陸
上

自
衛
官
が
一
年
九
ヶ
月
（
技
術
関

係
は
二
年
九
ヶ
月
）、
海
上
・
航

空
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、二
年
九
ヶ

月
を
一
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
ま

す
が
、
引
き
続
き
自
衛
官
と
し
て

勤
務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
考

に
よ
り
二
年
を
任
期
と
し
て
継
続

任
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
選
抜
試

験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
さ
ら
に
は

幹
部
に
進
む
道
も
ひ
ら
か
れ
て
い

ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

一
八
歳
以
上
二
七
歳
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
自
衛
官
の
魅
力

・
国
際
平
和
の
貢
献
、
災
害
派
遣

な
ど
や
り
が
い
の
あ
る
職
域
で

す
。

・
自
衛
官
の
身
分
は
特
別
職
国
家

公
務
員
で
あ
り
、
我
が
国
の
平

和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
特
殊

な
任
務
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
公
務
員
に
比
べ
手
当

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

・
週
休
二
日
制
、
年
次
・
特
別
休

暇
な
ど
で
余
暇
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

・
各
種
教
育
訓
練
や
職
務
を
通
じ

た
技
術
の
習
得
の
ほ
か
、
再
就

職
に
向
け
必
要
な
資
格
の
取
得

な
ど
、
希
望
に
合
わ
せ
た
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
が
描
け
ま
す
。

・
退
職
予
定
自
衛
官
に
対
し
、
技

術
・
技
能
資
格
取
得
の
た
め
の

訓
練
や
再
就
職
の
援
助
な
ど

様
々
な
就
職
援
護
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

〒
３
８
０－

０
８
４
６

　

長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地

　

長
野
第
二
合
同
庁
舎
内

　

�
０
２
６－

２
３
３－

２
１
０
８

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

〒
３
９
５－

０
０
５
３

　

飯
田
市
大
久
保
町
２
６
３
７－

３

　

飯
田
地
方
合
同
庁
舎

　

�
０
２
６
５－ 　

－

２
６
１
３

２２

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
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平
成
二
四
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た

農
地
の
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
標
準
賃
借
料
（
一
〇
a

当
た
り
）
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
農
地
の
賃
貸
借

の
際
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
準
拠
法－

農
地
法
第
五
二
条
）。
喬
木
村
農
業
委
員
会

【田（水稲）の部】

最低額最高額平均額締結された地域名

6,000円15,000円10,000円阿　島

3,000円10,000円6,000円加々須・大島

3,000円10,000円6,000円富田・大和知・氏乗

5,000円14,000円10,000円小　川

9,000円14,000円11,000円伊久間

5,200円12,600円8,600円喬木村平均

その他参考：無償（４件）、土地改良区等管理費（１件）

【畑の部】

最低額最高額平均額区分（喬木村全域）

2,000円９,000円６,000円普通畑

2,000円15,000円9,000円果　樹

2,000円7,000円4,000円飼料作物

その他参考：無償（６件）、土地改良区等管理費（１５件）

－備　考－

＊使用貸借（無償契約）及び土地改良区等管理費や米等の現物を賃借料として設定している契約は除外しています。

＊施設園芸等、特殊な契約の場合も除外しています。

＊果樹（畑の部）については樹種条件により増減します。

　

平
成
二
六
年
度
に
医
師
や
看
護

職
等
医
療
関
係
職
の
就
職
を
希
望

す
る
皆
様
の
た
め
、
飯
伊
地
区
の

医
療
機
関
の
人
事
担
当
者
を
一
同

に
会
し
た
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
研
修
医
や
現

職
看
護
師
か
ら
就
職
す
る
ま
で
の

体
験
を
お
聞
き
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ま
す
。

○
日　

時

　

四
月
二
七
日
（
土
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

○
場　

所

　

飯
田
女
子
短
期
大
学　

看
護
棟

　

（
飯
田
市
松
尾
代
田
六
一
〇

　

�
０
２
６
５－

　

－

４
４
６
０
）

２２

○
参
加
対
象
者

　

飯
伊
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
就

職
に
関
心
を
お
も
ち
の
方

�
医
師
や
看
護
職
等
医
療
関
係
職

を
希
望
す
る
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
等

�
医
療
機
関
へ
の
就
職
に
関
心
の
あ

る
中
高
生
及
び
そ
の
保
護
者
等

�
医
療
機
関
へ
の
復
職
希
望
者

�
そ
の
他

※
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
談
話
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
主　

催

標
準
農
地
賃
借
料
を
改
定
し
ま
し
た

飯
伊
地
区
医
療
職
合
同
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ご
案
内

　

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

　

（
共
催
）飯
田
医
師
会
、
飯
田
下

伊
那
歯
科
医
師
会
、
飯
田
下
伊
那

薬
剤
師
会

○
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

　

�
０
２
６
５－

　

－

３
６
３
６

２３

医
療
関
係
団
体
に
よ
る
学
生
と

中
高
生
の
た
め
の
就
職
総
合
相
談
会

平
成　

年
度 
前
期 
信
州
大
学

２５

市
民
開
放
授
業
の
ご
案
内

　

信
州
大
学
で
は
、
学
生
と
一
緒

に
受
講
す
る
機
会
と
し
て
、
大
学

の
授
業
を
一
般
市
民
（
高
校
生
を

含
む
）
の
方
々
に
開
放
し
て
お
り

ま
す
。
本
学
の
学
生
・
教
職
員
と

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

○
開
講
期
間

　

前
期　

四
月
〜
七
月

　

通
年　

四
月
〜
平
成
二
六
年
一
月

（
後
期　

一
〇
月
〜
平
成
二
六
年
一
月
）

○
開
放
科
目

　

募
集
案
内
（
三
月
下
旬
配
布
予

定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
開
講
場
所

　

信
州
大
学

　

全
学
教
育
機
構
及
び
各
学
部

○
募
集
定
員

　

特
に
設
け
ま
せ
ん
が
、
受
講
者

数
の
関
係
で
受
講
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

○
受
講
料

　

前
期
開
講
科
目
九
、四
〇
〇
円

（
一
授
業
科
目
）（
一
部
異
な
る
授

業
も
あ
り
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

授
業
を
試
聴
し
、
四
月
下
旬
ま

で
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
受
講
窓
口

に
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
事
前
説
明
会

　

三
月
二
七
日
（
水
）

　

午
後
二
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時

　

信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス

　

全
学
教
育
機
構
大
会
議
室（
二
F
）

　

（
松
本
市
旭
三－

一－

一
）

○
募
集
案
内
の
入
手
方
法

　

三
月
下
旬
配
布
予
定

　

（
全
学
部
共
通
）

①
郵
送
で
の
請
求：

請
求
さ
れ
る

方
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
載
し
、
二
〇
〇
円
切
手
を

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
形

二
号
封
筒：

三
三
×
二
四
�
）

を
同
封
し
、「
市
民
開
放
授
業
募

集
案
内
請
求
」
と
朱
書
の
上
、

左
記
総
合
窓
口
「
学
務
課
教
務

グ
ル
ー
プ
」
宛
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

②
窓
口
で
の
受
け
取
り

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

h
ttp
://w

w
w
.sh
in
sh
u
-u
.ac.jp

/g
en
eral/ex

ten
sion

-cou
rses

/g
u
id
an
ce/

○
募
集
案
内
の
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
窓
口

　

（
学
務
課　

教
務
グ
ル
ー
ブ
）

　

�
0
2
6
3－

　

－

2
8
7
0

３７

　

〒
三
九
〇－

八
六
二
一

　

松
本
市
旭
三－

一－

一
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第85号 

333333333333333333333
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
444444444444444444444
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

�
お
た
の
し
み
会
春
休
み
特
別
版

　

「
手
話
教
室
」（
こ
ど
も
学
遊
館
）

 

３
月　

日（
木
）

２８

�
土
曜
日
お
は
な
し
会

 

毎
週
土
曜
日

��������������
��������������
��������������

意意意意意意意意意意外外外外外外外外外外とととととととととと知知知知知知知知知知ららららららららららなななななななななないいいいいいいいいい意外と知らない
椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩十十十十十十十十十十記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館のののののののののの仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事 ppppppppppaaaaaaaaaarrrrrrrrrrtttttttttt2222222222椋鳩十記念図書館の仕事 part2

相
互
貸
借
と
は
？

　椋鳩十記念図書館には現在約７万冊の蔵書があります。一

般書、ヤング、児童書、絵本、郷土資料、雑誌など様々な本

がありますが、借りたいのに他の利用者さんに借りられてい

た、所蔵していない、などということが時々起こりますね。

と、いうわけで、今回の図書館の仕事は、「相互貸借」です。

書
館
の
中
か
ら
探
し
出
し
、
そ
れ

か
ら
な
ぞ
と
き
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、

幼
児
コ
ー
ナ
ー
に
は
マ
ッ
チ
棒
の

な
ぞ
や
リ
ン
ゴ
の
な
ぞ
が
あ
り
、

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
真

剣
に
な
ぞ
と
き
に
挑
戦
し
て
い
ま

ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ラララララララララララララララララララララ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ううううううううううううううううううううう
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

三
月　

窪
田
正
典
「
テ
ン
ペ
ラ
画

の
世
界
」

四
月　

喬
木
木
目
込
み
人
形
の
会

「
木
目
込
み
人
形
展
」

　

正
式
に
は
、「
図
書
館
間
相
互
貸

借
」
ま
た
は
「
図
書
館
間
貸
出
」

と
言
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
図

書
館
は
そ
の
資
料
を
所
蔵
す
る
他

の
図
書
館
（
こ
の
近
く
だ
と
飯
田

市
、
高
森
町
、
松
川
町
、
豊
丘
村

の
図
書
館
）
に
そ
の
利
用
を
申
し

込
み
、
所
蔵
館
は
無
料
で
そ
れ
を

貸
し
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用

者
は
所
蔵
館
へ
出
向
く
こ
と
な
く

受
け
取
り
も
返
却
も
近
く
の
図
書

館
（
こ
の
場
合
は
椋
図
書
館
）
で

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
い
図
書
館
で
貸
出
を
許
可
し

て
い
た
だ
け
た
場
合
は
、
用
意
が

で
き
次
第
職
員
が
受
け
取
り
に
行

222222222222222222222
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののの
ししししししししししししししししししししし
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ききききききききききききききききききききき
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ななななななななななななななななななななな
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探
偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵偵
ににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななな
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ななななななななななななななななななななな
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
222222222222222222222
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
）））））））））））））））））））））

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６

　

二
月
の
図
書
館
お
た
の
し
み
会

は
、『
き
み
は
、
な
ぞ
と
き
探
偵

に
な
れ
る
か
な
？
』
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
な
ぞ
を
も
ら
う
た

め
の
「
な
ぞ
と
き
引
換
券
」
を
図

き
、
ま
た
返
却
も
し
ま
す
。
遠
い

図
書
館
の
場
合
は
郵
送
し
て
い
た

だ
き
、
ま
た
返
却
も
郵
送
で
行
い

ま
す
。

《
利
用
す
る
に
は
？
》

�
ど
う
し
て
も
読
み
た
い
お
探
し

の
本
が
見
つ
か
ら
な
い
時
は
、

職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
当
館
に
な
い
場
合
は
、
他
の
図

書
館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
か
検

索
し
ま
す
。

�
相
互
貸
借
の
申
し
入
れ
を
し
、

本
が
用
意
で
き
た
ら
利
用
者
の

方
に
ご
連
絡
を
し
ま
す
。

�
椋
図
書
館
で
い
つ
も
と
同
じ
よ

う
に
貸
出
を
し
ま
す
。
貸
出
期

限
も
同
じ
二
週
間
で
す
。

《
利
用
の
注
意
》

　

す
べ
て
の
本
が
相
互
貸
借
で
き

なぞときに挑戦！
できるかな？！

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
刊
は
三
か
月
以
内
の
貸
出
が

出
来
な
い
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
所
蔵
図
書
館
に
お
い
て
館
外

持
ち
出
し
禁
止
の
扱
い
に
な
っ
て

い
る
資
料
は
、
請
求
を
受
け
た
図

書
館
内（
こ
の
場
合
は
椋
図
書
館
）

で
の
閲
覧
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
複
写
に
つ
い
て
は
、
著

作
権
法
に
よ
り
所
蔵
図
書
館
が
許

可
を
行
う
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
所
蔵
図
書
館
に
許
可
を
請

求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
直
接
図

書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼児コーナーでのひとコマ
「絵本に夢中です！」

絵本の会　工作
「マグネットのおひなさま」

し
た
。
新
年

度
も
楽
し
い

お
た
の
し
み

会
を
企
画
し

ま
す
の
で
、

気
楽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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喬木第二小学校 

No.151

　富田陶芸クラブの先生方に教えていただきながら、土のぬくもりを味わいました。２月、その作品を

椋鳩十記念館ギャラリーに展示していただき、陶芸作品展を開催しました。

喬木第二小学校 陶芸作品展

本格派のできばえ（５年）

６年生は富田焼きを完全復元

６年生は自前手作りの釉薬で

ワラを巻き付けて色を出す手法も（４年）

１年生も自分で釉薬つけ

色んな表情のお面（３年）

２年生は，村文化祭で展示し好評２年生は，村文化祭で展示し好評

を博したので、今回は展示を行いを博したので、今回は展示を行い

ませんでした。ませんでした。

「
土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
」

「
土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
」

椋
鳩
十
記
念
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

椋
鳩
十
記
念
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

喬木第二小学校 
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今月のテーマ

健康体操教室

はつらつ元気に、健康維持
自分の身体は自分で守りましょう

　高齢になるにつれて心身共に様々な変化が起きます。高齢者の方がいきいきとした生活を送るためには“運動”

が大切です。日常生活に運動を取りいれることで、筋力低下や関節変形による生活機能の低下を予防し、できる限

り自立した生活を送ることができます。

　現在、村では毎月２回公民館等で健康体操教室を行っています。運動指導士の小林新一先生・宮脇将洋先生によ

る、椅子での無理のない運動を約１時間程度行います。

　まだ健康体操教室に参加されたことがない方は、是非お近くの教室（日時や開催場所につきましては８ページを

ご覧ください。）にご参加ください。

いちごチャンネルで毎日の生活に運動を取りいれてみませんか？
一日３回（午前１０時・午後３時・午後８時）村歌体操を放送しています。

毎日の継続した運動が、転倒骨折予防にも繋がります。是非、放送を見ながら、

家でも体操に取り組んでいただきたいと思います。

参加者の声
�家でも同じ体操を一時間やろうと思ってもなかなかできないので、体操教室に来て直接、先生を見なが

ら身体を動かせるのは嬉しい。

�肩や首のまわりの動きが楽になった。肩こりがなくなった。

�体操後、とても気持ちがいい。

�家でも意識して身体を動かすようになった。

�膝の痛みが軽くなった。　　　　　　　　　　　　　　等の声をお聞きしています。



情報誌 ２０１3.413

注  意　次の物は収集しないでください

社協だより 

社会福祉法人 喬木村社会福祉協議会 電話33－4567／fax 33－4619

4 月 の お 知 ら せ 

＊心配ごと相談　９日（火）　午前10時～　福祉センター 
　　　　　　　　（民生児童委員・行政相談員） 

　２月２８日、ドラッグストア大手のツルハホー

ルディングスと、日用品などを展開するクラシ

エホールディングスより、車椅子２台をいただ

きました。

　ツルハ店舗で行った共同キャンペーンの売上

の一部を車椅子購入に充て、全国へ寄贈してい

ます。長野県内では初めての寄贈だそうです。

高森町社協にも寄贈されました。

　この車椅子はデイサービスや、地域の方々に

貸出をする予定です。

福祉用具寄贈　～ありがとうございます～

ツルハホールディングス・クラシエホールディングス

収集ボランティアしてみませんか？
　ボランティアに関心があっても「忙しくて時間がない」「なんだか大変そう」という方でも、気軽にでき

るボランティア活動の一つが「収集ボランティア」です。

　なにげなく処分してしまっているものも、「ちりも積もれば山となる」ということわざのように、日常生

活の小さな活動が、集まれば大きな力に変わります。

ペットボトルのキャップ　　　古切手（使用済み切手）　　　書き損じはがき

　社協窓口でも集めています。ボランティアデビューしてみませんか！

　【問い合わせ】ボランティア担当　�33－4567　

　３月１日、喬木中学校生徒会の皆さんよりア

ルミ缶収集の収益から「村内の皆さんに使って

ください」と、介護用電動ベッド１台をいただ

きました。

　贈呈式では実際に介護用電動ベッドの操作や

寝心地を生徒さんに体験してもらい、介護用品

の特徴を知っていただく良い機会になりました。

　毎年寄贈をいただいている福祉用具とともに

大切に使わせていただきます。

喬木中学校

① 調味料のキャップ

② ビール瓶のふた

③ 栄養ドリンクのふた ×
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ＴＥＬ 33－3666
ＦＡＸ 33－3669

いちごch「週刊たかぎニュース」
～ こんな取材がありました ～
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くりんネット「自主番組」が3月をもって終了します
～「お知らせ」はこれまでどおりです～
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喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村ががががががががががががががががががががが交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ををををををををををををををををををををを達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！喬木村が交通死亡事故ゼロ2000日を達成！

　大平村長、村交通安全

協会・市瀬兼寿会長が、

下伊那地方事務所長から

表彰状を受け取りました。

　今後も、3000日、5000

日とこの素晴らしい記録

が伸びていくよう、村民

みんなで交通安全に心が

けていきたいですね！

　喬木村では平成19年

７月29日以降、交通死亡

事故が発生しておらず、

今年平成25年１月17日

をもって2000日の連続記

録を達成しました。

　８人の女性模擬議員が質問に立ちました。

　子育て、農業、観光、平和、エネルギーなどなど、女性ならではの視点で

様々な質問や提案が飛び出しました。

　これからの村づくりに役立つヒントがた

くさんつまっているような有意義な女性模

擬議会となりました。

　有線放送時代から長年にわたり、多くの方々の尽力により、たくさんの貴重なお話を放送してきたくりんネット

「自主番組」を、３月末を持って終了することとなりました。

　村で実施した“情報利用アンケート”の結果も参考としながら（前号、３月号に特集掲載）番組企画委員会や放

送番組審議会で検討した結果、音声放送はお知らせを中心とした放送を進め、テレビいちごchやホームページで

はその特性を生かした情報発信をおこなっていきたいと思います。

　村民の皆様をはじめ、番組企画委員の皆様には積極的に番組づくりにご協力くださり、村の放送として活気を与

えていただいてきました。

　今後とも、村の広報業務にご理解ご協力をお願いいたします。

　現在村からの情報は、以下のような方法で発信をしていますのでご利用ください。

　　�音声（くりんネット）

　　�映像・文字情報（テレビ１２ch《いちごチャンネル》）

　　�インターネット（喬木村ホームページ）

　　�情報誌たかぎ（毎月発行）

※音声の「お知らせ放送」はこれまでと変わりませんのでご承知ください


